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心
に
住
み
つ
く

悪
い
鬼
は

出
て
い
け

藤田保育所では２月IEﾖ、節分の豆

まきを行いまし た。園長先生から節
分のお話や紙芝居により、節分のい

われを聞いた後、園児たちは元気い

っぱいに、赤鬼・白鬼めがけて豆を

投げつけ 、園児一人ひとりの心に住
みつく、泣きむし 鬼、甘えんぼ鬼、

おこりんば鬼、いじわる鬼など、悪

い 鬼を退治しました。
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みなさんの声による

町づくりのために

町政懇談会２

町では町民総参加による町づ く

り を進めており、その一環とし て

毎年町政懇談会を開催し。みなさ

んの「声」をお聞きしてい ます。

先 月号に引 き続き、今月は､ 藤田･

山崎・石毋田地区、森江野地区で

寄 せら れた内容を要約し てお伝 え

し ます。

藤
田
・
山
崎
・
石
母
田
地
区

十
一
月
二
十
九
日

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

安
心
で
快
適
な
町
づ
く

り

藤
田
日
渡
二
地
内
コ
メ
リ
脇

の
町
道
二

匸
二
六
号
水
路
は
水

の
よ
ど
み
で
汚
い
の
で
解
消
を
。

・
今
後
ド
水
道
の
供
川
に
よ
り

改
蒿
‥が
兄
込
ま
れ
ま
す
。
勾
配

や
川
地
の
関
係
で
工
事
は
難
し

い
状
況
で
す
。

藤
田
宮
前
団
地
の
北
側
の
用

水
路
は
、
学
校
に
も
近
く
児
童
・

幼
児
な
ど
危
険
で
す
。
安
全
施

設
の
整
備
を
お
願

い
し
ま
す
。

・
雨
水
の
処
理
等
で
フ
タ
掛
け

は
難
し
く
、
安
企
施
段
に
つ
い

て
現
地
を
見
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
整
備

い
た
だ
い
た
滑
沢

地
内
の
用
水
路
、
南
側
の
残
り

の
整
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
年
次
計
両
で
整
備
を
進
め
ま

す
。藤

田
小
西
側
の
側
溝
は
ゴ
ミ

が
溜
ま
り
水

が
あ
ふ
れ
ま
す
。

フ
タ
な
ど
に
よ
り
対
応
を
お
願

い
し
ま
す
。

・
フ
タ
を
す
る
と
水
が
溢
れ
る

こ
と
が
あ
り
、
現
地
を
見
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

石
毋
田
横
町
地
内
の
水
路
改

修
に
つ
い
て
。

・
町
道
の
拡
幅
の
要
望
も
あ
り
、

同
時
に
行
う
必
要
か
ら
、
時
間

を
要
し
ま
す
。

同
じ
く
。
田
の
中
の
道
路
だ

け
で
も
進
め
て
く
だ
さ
い
。

・
検
討
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

石
毋
田
横
町
か
ら
南
へ
向
う

道
路
（
二
〇
三
八
号
）
の
拡
幅

と
側
溝
整
備
を
。

・
必
要
性
は
認
識
し
て

い
ま
す

が
、
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

滝
川
河
原
橋
の
先
か
ら
踏
切

ま
で
道
幅
の
狹
い
と
こ
ろ
の
改

良
を
。

・
必
要
は
承
知
し
て
い
る
も
の

の
、
踏
切
立
体
交
差
な
ど
Ｊ
Ｒ

の
要
求
も
あ
り
。
実
現
が
難
し

い
状
況
で
す
。

積
雪
時
の
町
道
の
除
雪
に
つ

い
て
。

・
町
内
建
設
業
者
に
委
託
し
、

早
朝
よ
り
出
動
、
幹
線
道
は
通

勤
通
学
時
ま
で
除
雪
す
る
よ
う

努
め
て
ま
す
。

山
崎
中
島
地
内
の
用
水
路
に

生
活
雑
排
水
が
流
れ
込
む
の
で

Ｕ
型
側
溝
を
布
設
下
さ
い
。

・
現
地
調
査
の
匕
、
対
応
を
協

議
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

山
崎
熊
野
前
地
内
観
月
台
公

園
に
通
じ
る
町
道
二
〇
九
〇
号

は
側
溝
が
無
く
、
雨
水
が
民
家

に
流
入
し
て

し
ま
い
ま
す
。

・
昨
年
も
要
望
が
あ
り
、
拡
幅

工
亊
が
伴
い
ま
す
の
で
、
地
元

の
刷
整
を
お
願

い
し
ま
す
。

山
崎
北
口
地
内
の
未
舗
装
部

分
の
舗
装
を
。

・
下
水
道
工
嘔
完
ｒ

後
、
地
盤

安
定
後
に
対
応
し
ま
す
。



生

産
基
盤
の
整
備

石
毋
田
横
町
か
ら
餅
田
へ
の

水
路
の
改
修
を
。

・
中
ほ
ど
に
接
す
る
町
道
（
二

〇
三
八
り
）
の
改
良
で
解
消
す

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
用
地
の

関
係
な
ど
検
討
が
必
要
で
す
。

石
母
田
深
町
地
内
の
用
水
路

に
Ｕ
型
側
溝
の
布
設
を
お
願
し

ま
す
。

・
必
要
性
は
承
知
し
て
お
り
、

し
ば
ら
く
お
待
ち
願
い
ま
す

藤
田
滑
沢
付
近
の
ほ
場
整
備

内
農
道
の
舗
装
を
お
願

い
し
ま

す
。

・
生
活
路
線
優
先
に
進
め
ま
す

の
で
、
す
ぐ
に
は
出
来
ま
せ

ん
。

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

藤
田
滝
川
二
地
内
の
農
道
舗

装
を
。

・
町
単
独
で
は
難
し
く
、
補
助

に
よ
ら
な
け
れ
ば
対
応
は
難
し

い
工
事
で
す
。

山
崎
水
門
の
踏
切
か
ら
東
へ

伸
び
る
農
道
（
二
〇
五
五
号
）

は
、
国
道
へ
の
最
短
路
で
あ
り
、

舗
装
下
さ
い
。

・
補
助
が
付
か
な
い
と
難
し

い

に
事
で
す
。

行
政
一
般

大
町
南
地
内
の
公
園
へ
中
学

生
と
思
わ
れ
る
も
の
が
集
ま
り
、

食
べ
か
す
な
ど
を
散
ら
か
し
て

困
り
ま
す
。

・
警
察
の
巡
回
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
学
校
で
の
生
徒
指

導
の
徹
底
、
教
師
の
巡
回
な
ど

を
行
い
ま
す
。

大
阪
池
田
小
学
校
殺
傷
事
件

発
生
を
受
け
、
町
内
小
中
学
校

の
安
全
対
策
は
。

・
事
件
の
教
訓
を
う
け
、
県
教

委
の
指
導
の
も
と
、
校
内
危
険

箇
所
の
再
点
検
、
安
全
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
行

い
、

危
機
管
理
意
識
を
教
職
貝
や
児

童
・
生
徒
へ
徹
底
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

石
母
田
供
養
石
塔
へ
行
く
の

に
間
違
え
る
人
が
多
く
、
入
口

に
案
内
板
の
設
置
な
ど
を
お
願

し
ま
す
。

・
何
ら
か
の
対
応
を
考
え
ま
す
。

藤
田
城
跡
に
時
計
塔
の
設
置

を
。

・
塔
の
設
置
は
経
費
の
而
で
難

し

い
も
の
の
。
時
計
の
般
置
は

検
討
し
て
み
ま
す
。

防
犯
灯
蛍
光
管
切

れ
の
早
期

取
り
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
早
期
の
対
応
に
心
掛
け
て
お

り
ま
す
が
、
な
お
一
層
努
め
て

ま

い
り
ま
す
。

日
向
団
地
の
ゴ
ミ
収
集
場
所

が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
町

の
土
地
を
利
用
し
、
増
設
し
て

く
だ
さ
い
。

・
場
所
な
ど
相
談
さ
せ
て
い
た

だ
き
な
か
ら
進
め
さ
せ
て
下
さ

い
。山

崎
堂
ノ
前
地
区

、
及
び
石

毋
田
西
舘
地
内
の
高
速
道
路
ガ

ー
ド
入
口
に
防
犯
灯
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

・
現
地
を
確
認
の
Ｌ
検
討
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

石
母
田
台
地
内
西
根
堰
沿
い

に
カ
ー
プ
ミ
ラ
ー
を
設
置
く
だ

さ
い
。

・
交
通
安
全
部
会
と
相
談
し
な

が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

水
道
水
は
悪
臭
が
す
る
の
で

、

対
応
く
だ
さ
い
。

・
流
れ
の
悪

い
と
こ
ろ
で
は
、

水
が
淀
ん
で
央
い
が
出
る
こ
と

が
あ
り
、
定
期
的
に
水
抜
き
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
臭
う

場
合
連
絡
く
だ
さ
い
。

山
崎
堂

ノ
前
地

内

に
湧
水

（
漏
水
か
）
が
あ
り
。
町
道
に

流
れ
凍
結
時
危
険
で
あ
る
。

・
り
急
に
調
査
・
対
応

い
た
し

ま
す
。

寄
付
金
や
募
金
な
ど
の
集
金

を
伴
う
も
の
は
一
定
月
に
ま
と

め
ら
れ
な
い
か
。

・
社
協
や
日
赤
、
町
な
ど
、
納

人
先
や
時
期
、
額
が
一
定
し
て

お
ら
ず
、
お
手
数
か
け
ま
す
が
、

現
行
で
理
解
く
だ
さ
い
。

安
心
し
て
子
育
て
出
来
る
施

設
の
拡
充
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
子
供
の
施
設
の
現
状
は
、
允

分
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
屋
外

遊
具
等
施
設
二
十
五
ヵ
所
、
屋

内
施
設
は
地
区
の
中
央
集
会
所
、

体
育
館
等
が
あ
り
、
現
状
に
お

い
て
は
こ
れ
ら
の
有
効
活
川
を

お
願
い
し
ま
す
。



森
江
野
地
区
十
一
月
三
十
日

森
江
野
町
民
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

安
心
で
快
適
な
町
づ
く
り

森
山
鶉
町
地
内
の
用
排
水
路
、

昨
年
の
残
り
の
整
備
を
進
め
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
森
山
沼
頭

か
ら
下
鶉
町
地
内
の
幹
線
排
水

路
の
整
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
資
金
の
手
当
て
が
で
き
れ
ば

実
施
し
た
い
と
考
え
ま
す
が
、

厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
も
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

改
良
さ
れ
た
町
道
五
号
親
郷

付
近
の
側
溝
が
深
く
危
険
な
の

で
フ
タ
等
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

・
反
射
板
の
設
置
な
ど
路
月
を

表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
対
策
を

す
す
め
ま
す
。

原
屋
敷
地
内
の
道
路
拡
幅
に

つ
い
て
。

・
必
要
性
に
つ
い
て
は
お
闘
き

し
て
い
ま
す
。

和
平
橋
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

・
請
負
業
者
の
関
係
で
工
嘔
が

中
断
し
て

い
ま
す
。
県
で
は
肖

人
札
に
よ
り
進
め
る
こ
と
と
な

り
、
完
成
が
五
月
頃
へ
伸
び
る

見
込
み
で
す
。

塚
野
目
羽
根
通
の
地
内
の
町

道
改
良
に
つ
い
て
、
以
前
か
ら

要
望
し
て
お
り
、
難
し
い
こ
と

も
聞
い
て
い
ま
す
が
、
根
強
く

取
り
組
み
く
だ
さ
い
。

・
史
跡
の
た
め
、
各
調
査
等
が

必
要
と
な
り
、
史
跡
に
か
か
ら

な
い
よ
う
な
検
討

も
進
め
ま
す
。

冬
期
間
の
除
雪

を
お
願

い
し

ま
す
。

・
幹
線
道
を
優
先

さ
せ
ま
す
の

で
、
細
部
ま
で
は
ｆ
が
回
り
ま

せ
ん
じ
こ
理
解
く
だ
さ
い
。

生
産
基
盤
の
整
備

神
明
か
ら
沖
に
通
じ
る
農
道

の
舗
装
を
。

・
補
助
嘔
業
に
よ
り
進
め
た
く
、

採
択
さ
れ
れ
ば
実
施
し
ま
す
。

本
郷
地
内
の
新
田
堰
に
合
流

す
る
用
水
路
か
ら
、
田
に
水
が

入
る
の
で
対
策
を

。

・
現
地
を
兄
て
検
討
い
た
し
ま

す
。森

山
八
斗
蒔
地
内
の
県
道
を

横
断
す
る
暗
渠
水
路
が
砂
利
で

詰
っ
て
い
ま
す
。

・
現
地
を
兒
て
検
討
し
ま
す
。

滑
川
に
通
じ
る
農
道
東
北
久

保
線
の
舗
装
を
。

・
農
道
は
補
助
が
付
け
ば
実
施

し
て
お
り
、
す
ぐ
の
対
応
は
困

雌
で
す
。

行
政
一
般

森
江
野
町
民
セ
ン
タ
ー
に
時

計
が
欲
し

い
。

・
地
元
で
対
応
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

東
上
野
地
内
の
中
学
校
へ
通

じ
る
道
路
へ
、
通
学
路
の
安
全

確
保
の
た
め
防
犯
等
の
設
置
を
。

・
現
地
を
見
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー
前
の
交

差
点
、
事
故
等
の
発
生
も
あ
り
、

信
号
な
ど
の
安
全
施
設
を
。

・
現
地
を
確
認
し
、
交
通
安
令

部
会
と
相
談
し
な
が
ら
公
安
委

員
会
。
驚
察
署
に
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

町
に
託
児
所
は
あ
る
の
か
。

・
託
児
施
設
と
し
て
は
常
設
保

育
所
が
Ｏ
歳
か
ら
受
け
入
れ
て

お
り
ま
す
が
、
民
間
施
般
に
つ

い
て
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

浄
化
セ
ン

タ
ー
前
の
道
路
が

梁
川
方
面
と
間
違
っ
て
入
っ
て

来
る
こ
と
が
あ
る
の
で
対
応
を
。

・
入
口
に
表
小
板
の
設
置
な
ど

を
検
討
し
ま
す
。



農

業
関

係
懇
談

会

農
政
懇
談
会

農
業
施
策
に
つ
い
て
の
意
見

を
伺
う
農
政
懇
談
会
は
、

。
月

卜
六
日
開
催
さ
れ
、
十
一
の
団

体
か
ら
三
卜
七
名
が
参
加
し
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

町
農
業
の
現
状
や
農
業
施
策

の
概
要
が
報
告
さ
れ
た
後
、
懇

談
で
は
、
将
来
の
農
業
を
展
望

し
、
後
継
者
な
ど
の
人
づ
く
り

や
畑
の
集
積
等
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
町
か
ら
性
フ
ェ
ロ

モ
ン
刑
普
及
に
よ

る
補
助
の
見

直
し
提
案
に
対
し
、
補
助
継
続

三
十
七
名
の
出
席
に
よ
り

開
催
さ
れ
た
展
政
銀
談
会

を
求
め
る
声
や
、
他
産
業
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
よ

う
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
ほ
か
、
Ｊ
Ａ

へ
の
要
望
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
農
業
者
懇
談
会

農
業
に
つ
い
て
女
性
の
か
場

か
ら
意
見
を
伺

う
女
性
農
業
者

懇
談
会
は
、

。
月
十
五
目
開
催

さ
れ
、
九
団
体
か
ら
十
九
名
が

参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

作
業
受
託
の
充
実
や
直
売
所

ジ
ュ
ー
ス
等
加
工
機
導
人
な
ど

の
声
に
対
し
、
体
制
づ
く
り
が

必
要
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

女
性
の
立
場
ら
か
意
見
を
伺
っ
た

女
性
農
業
者
懇
談
会

農
業
委
員
会
・
農
業
改
良

推
進
委
員
と
の
懇
談

農
業
委
員
会
に
よ
る
懇
談
会

は
一
月
こ
卜
二
日
に
、
農
業
改

良
推
進
委
員
と
の
懇
談
会
は
一

月
ト

ー
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

転
作
な
ど
の
助
成
制
度
活
川
に

よ
る
地
城
営
農
の
推
進
策
や
担

い
手
の
育
成
、
作
業
受
託
な
ど

に
つ
い
て
、
提
言
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

各
分
野

か
ら
の

提
言

町

政

に
対

し

、
農
業

、
商
工

業

、
お

よ

び
健

康

づ
く

り

な
ど

、
意

見

を
う

か
が
う
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た

。

商

工

業

懇

談

会

商
．Ｌ
業
懇
談
会
に
は
、
町
商

工
会
、
町
工
業
ク
ラ
ブ
、
余
融

機
関
の
代
表
者
と
町
議
会
か
ら

一
。卜
名
の
委
員
が
出
席
し
一
月

十
匕
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

懇
談
に
お
い
て
は
、
各
分
野

で
の
厳
し
い
状
況
が
説
明
さ
れ
。

町
商
工
会
か
ら
は
大
聖
店
の
町

内
出
店
に
つ
い
て
考
え
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に

買
物
送
迎
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
自

助
努
力
に
よ
る
収
り
組
み
も
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

商
店
街
の
賑
わ
い
策
や
新
製

品
収
り
糾
み
、
リ
サ
イ
ク
ル
活

助
な
ど
に
、
意
兄
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
助
成
要
望
が
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
町
で
は
経
常

的
な
新
た
な
補
助
は
厳
し
い
旨

の
説
明
を
し
ま
し
た
。

厳
し
い
状
況
や
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
が
紹
介
さ
れ

た
商
工
業
懇
談
会

健
康

づ
く
り

推
進
協
議
会

医

療

・
教
育

・

各
樋

団
体

及

び
行

政
の
代

表

者
で

構

成
す

る

国

兄
町

健

康
づ

く

り
推

進
協

議

会

は

、

一
月
二

十
三

日
開

催

さ

れ
、
町

民

の
皆

様

が
心
Ｑ

か

で

健
康

な
生

活

が
送

れ
る

よ

う
、

町

の

健
康

づ

く
り

の
施

策
に

対

し

て

意
見

、
要

望

を
伺

い
ま

し

た
。今

年
度

に

お
け

る
町

の
各

種

検
診

、

保
健
嘔

業

の
実

施
状

況

及
び

国
民

健

康
保

健
嘔

業

に
お

け
る

各

極
施
策

、

実
績

等
の

報

告
が

な

さ
れ
ま

し

た
。

意

見
交

換

に
お

い
て

は

、
学

校
・
行

政
関

係
者

か

ら
は

、
小
・

中

学

校

に
お

け
る

生
活

習

倣
病

の
１

防

に
対

す

る
教
室

の
開

催

に

つ

い
て
、

健
康

の
大

切

さ
、

疾

病

の

予

防

の

観

点

か

ら

家

庭

・
学

校

・
行
政

が
地

域

一
体

と

な
り

今
後

も
継

続
し

て

欲
し

い

旨
の

要
望

が

あ
り
、

ま

た
生

活

習
慣

病
の

予
防

を
図

る

た
め

に

も
、

健
康

診
断

の

必
要

性
・

充
実

を

求
め

る
声

が
寄

せ

ら
れ

ま
し

た

。



今
年
四
月

か
ら

ぴ
ん
と

ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
再

資
源
化

を
さ
ら
に
進
め
る
た

め
。
指
定
袋

に
よ

る
分
別
収
集
方

法
に
変
り
ま

す
。
こ

れ
ま
で
燃
え

な
い
ご
み

と
し
て

缶

な
ど
と

一
緒

に
出
し
て

い
た

び
ん
は
、
色
に
よ
り
３

種

類
に
分
別
し

、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル

も
そ
れ
ぞ
れ
資
源
専
用

袋
で
出
し
て

い
た

だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

町
で

は
ご
み
の

減
量
化

・
資
源
化
を
推
進
し
て

お
り
、

資
源

循
環
型

の
社
会
構
築
の
た
め
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

の

出
発
点
で

あ
る
家
庭
で

の
分
別

が
何
よ
り
も
必
要
で

す

。
町
民
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し

ま
す
。

四
月
か
ら
　
飲
み
物
・
食
料
品
の
び
ん
は
ク

リ
ー
ン
ボ
ッ
ク
ス
で
は
出
せ
な
く
な
り
ま
す
。

びんは3種に色分け

ﾍﾟｯﾄ ﾎﾞﾄﾙ も資源専用袋へ
４
月
か
ら

ごみの出し方が変ります

資源化へ向けて、 町民みなさまの

ご理解とご協力をお願いします。

ご
み
処
理
の
課
題

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
う
ち
、

び
ん
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
あ
る

い

は
紙
な
ど
の
容
器
包
装
類
が
占

め
る
割
介
は
叭
に
す
る
と
令
体

の
六
割
、
亟
さ
に
す
る
と
企
体

の

Ｉ
ぐ

三
割

に

達
す

る
と

い

わ

れ
て

い
ま
す

。

こ

の
よ

う
な

こ
と

か

ら
、
平

成
六

年
に

「
容

器
包

装

に
係

る

分
別

収
集

及
び

丙
商

品
化

の

促

進

等

に

関

す

る

法

律
」
（
俗

に

「
容

器
包

装
リ

サ

イ
ク
ル

法

」

と
呼

ば

れ
て

い
ま

す
。
）
が
公

布

さ

れ
ま
し

た

。

こ
の
法

律

で
は

「
消

費
者

」
。

「
市

町
村

」
、
「
事

業
者

」
の

三

者

そ
れ

ぞ
れ

の
役

割

が
定

め
ら

れ

て

お
り

。
消
費

者

は
分
別

排

出

を
、

巾
町

村
は

分
別

収

集
を

、

事

業
者

は
再

商

品
化

す

る
こ
と

が

義
務

付
け

ら

れ
て

い

ま
す
。

ご
み
処
理
の
対
応

伊
達
九
町
の
家
庭
か
ら
出
た

ご
み
の
処
理
は
、
伊
達
地
方
衛

生
処
理
組
合
で
処
理
し
て

い
ま

す
。国

見
町
で
は
他
町

に
先
駆
け

ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
分
別
収
集
を

平
成
八
年
度
か
ら
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
伊
達
九
町
全
体
で
は

び
ん
や
か
ん
類
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
は
ク
リ
ー
ン
ボ
ッ
ク
ス
で
伊

達
地
方
衛
生
処
理
組
合
に
集
め

ら
れ
、
そ
こ
で
分
別
作
業
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
。
ご
み
の
叭
は
年
々

増
え
続
け
伊
達
地
方
衛
生
処
理

組
合
で
の
分
別
だ
け
で
は
処
川

し
き
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。分

別
し
て
排
出
を

リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
関
心
が
高

ま
る
な
か
、
今
年
四
月
よ
り
伊

達
九
町
一
斉
に
ぴ
ん
と
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
分
別
収
集
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
収
集
す
る
専
用
の

袋
も
リ
サ
イ
ク
ル
品
で
あ
る
こ

と
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
「
資

源
専
用
袋
」
と
し
て
統

。
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

各
家
庭
で
は
び
ん
類
を
三
色

に
分
け
る
な
ど
の
煩
わ
し
さ
が

出
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

資
源
に
す
る
か
、
ご
み
に
す

る
か
は
皆
様
の
心
遣
い
に
か
か

っ
て
い
ま
す
。

問い合わせ

役場住民課

生活環境係

登585  ｰ 21  1 6



びんの出し方

リターナルびん 飲み物、食料品のびん (割れたものも 含む)

ジュースやドリン ク剤､食べ物や調味料､食用漉､ワインや洋酒などのびん類

その他の

ぴん

生きびんとい われる、

繰り返し使われるピー
ル びんや一 升ぴん 、

ジュースのぴん類

今までどおり洗 つて

リサイクルの日に指

定の場所へ

一升ぴんは、茶色豕たは

うす緑色に限ります。そ
の他のものは右の分別に

よります。

洗って色別に３種に分別

無色（透明）びん 茶色びん その他の色びん

資源専用袋にそれぞれ入れ､名前を記入し､ 燃えないごみの日に出す

飲料、

食料品以外

のびん類
( 化 粧品 類の び

ん､ ガラスのコッ

プ､ 板 ガ ラス な

ど)

今 までど お

り 洗 って ク

リ ー ン ボ ッ

ク ス で､ 空

き 缶な どと

い っしょに、

燃え な いご

み の日 に出

し ます。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

出
し
方

キャップを

とる
水丿先い

す る

つぶす

資
源
専
用
袋

に
入
れ
る

ペット ボト ル

「リ サイク ルの日 」に だす

・ 藤田･山 埼･石 母田 地区

…毎月第２土曜日

・ 小 坂･森江野 一大木戸･

大枝 地区

･‥毎月第４土 曜日

場甬は各町内会にお

おむ ね１箇所とし て

指定してありま す。

ご注意ください 右のマークがついている

清源飲料･ 酒類･しょうゆなどの容器に隕ります，

洗剤やシ1･ンプー．食岡油、ソースなどは対象外

となり．燃えるごみとして出してくださIい．

新
た
に
資
源
専
用
袋

２
種
類
３

タ
イ
プ

ぴ
ん
と

ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル

を
入

れ
る

専
用
袋

が
新
た

に

登
場
し

ま
す

。
こ

れ

ま
で
の
燃

え
る

ご
み
の

袋
と

区

分
す
る

た
め

透
明
で

、
ぴ
ん
と

ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル

兼

用

袋
が
容

量
に

よ
り
3
0
む
と
2
0
む
の
２

タ
イ

プ
、
そ

れ
よ
り

薄
手
の

ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル

専
用

袋
が
容

粲
4
5
び

と

な
っ
て
い

ま

す
。
び

ん
は
瑜

い
た
め

、
破

れ
な
い

よ

う
に
厚
手

の

兼
用

袋
を

使
用
し
て

下

さ
い

。

・
購
入
先

は
燃
え

る

ご
み

の
袋

を
取
り

扱
っ
て

い
る

お
店
で

購
入
で

き
ま

す
。

・
環
境
に
配

慮
し

燃
え

る

ご
み
の

袋

と
同
じ

ポ
リ
エ

チ
レ

ン
裂
で

。
形

状
も
同

じ
く
取
っ
手
つ

き
で
口
ｊ

ル

巷
で

す
。
Ｉ
ロ

ー
ル

に
2
0枚

入
っ
て

い
ま

す
。

・
中
身

が
確
認
で

き
る
よ

う
透
明
で

す

。

ペットボトル専用袋 ペットボトル･ びん兼用袋

容量は４５む

容量は３０λ?と20113

の２タイプ

用途に応じ、照色びん・苓色び

ん・その他色びん・ペット ボトル

に（:をつ|づる

レジ袋や燃えるごみの袋など､指定に合わない袋での回収はしませんのでご注意ください



元気に100歳

おめでとう

ございます
佐藤寅一さん

町
内

最
高

齢
の

佐

藤
寅

一

さ

ん
（
宮

町
南

）
は

明

治
一
。一
十

五

年

に
生

ま

れ
、

一
月

ニ
ト

九
日

め
で

た

く
満

百

歳
を

迎
え

ま
し

た
。誕

生
口

の

こ
の

囗

、
佐

藤
さ

ん

へ
金

貨
英

彦
福

島

県
出
納

長

よ
り

賀

寿
と

銀
杯

、

知
嘔

自
筆

の
色

紙

が

、
冨
永

町
長

か

ら
も

町
条

例

に
基

づ

く
敬

老
祝

金
が

贈
ら

れ

ま
し

た
。

ま

た
、
佐

藤

忠
美

徹
長

や

曾
孫

の
絵

莉

香
ち

や

ん
か

ら
花

束
が

、
黒

澤

。
八

町
老

人

ク
ラ

ブ
連

合
会

長
な

ど

か
ら

祝
の

品

が
贈
？

さ
れ

ま
し

た
。黒

の
礼

服

に
身

を

つ
つ
み

さ

っ
そ

う
と

お
祝

を

受
け

収

る
佐

藤
さ

ん
は

、「
あ
り

が
と

う

ご
ざ

い
ま

す
。

た

だ
乍

き
て

い

る
だ

け
で

す
が

」
と

冗

談
を

交
え

。

周
囲

を
笑

わ
せ

、

に
こ
や

か

に

お
礼

を
述

べ
ま

し

た
。

佐

藤
さ

ん
は

、

現
在
の

山

都

町
に

生
ま

れ
、

ク
リ

ー

ニ
ン

グ

店
を

営
み

、
故

カ
ツ

さ

ん
と

の

問

に

五
人

の
子

ど

も
に
恵

ま

れ

、

現

在

は
孫

の
公

彦

さ
ん
ら

と

暮

ら
し
て

い
ま
す

。
耳

が
遠

く

な

っ
た

と
は

い
え

、
百

歳

に
は

思

え
な

い
ほ

ど

い
た
っ

て
元

気
で

、

昨
年

は
未

来
博

へ
行

っ

た
と

い

う
ほ
ど
で
す
。

益
々
元
気
に
艮

生
き
さ
れ
る

よ
う
、
ご
祈
念
申
し
Ｌ

げ
ま
す
。

元
気
に
滴
百
歳
を
迎

え
た
佐
藤
寅
一
さ
ん

国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ン
内

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

国
兄
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
に
建

設
を
す
す
め
て
い
る
町
営
住
宅

が
、
三
月
末
に
完
成
の
運
び
と

な
り
、
四
月
か
ら
入
居
可
能
と

な
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
入

居
者
募
集
の
概
要
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

尚
詳
細
は
後
日
回
覧
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合

せ

】

建
設
課
維
持
管
理
係

ｇ
５
８
５
－
2
9
7
2

国見町営住宅（板橋南団地Ｃ棟）

入 居 者 募 集 概 要

１．募集戸 数及び規格　･:ｊ 階建,14 戸.;

1 咫( シルバ ー住宅1･　　4 戸112 D  K　 床面瑚66 ㎡?

2 階 ・３階〔一般 住宅〕 ６戸 ：!2 L D  K　 床面 積67㎡1

4 戸 Ｉ,３ＬＤＫ　 床面禰ﾜ8 ず１

２ ．主 な施設

団らん室 - ､ 1 時 一物ｌ､ 駐車場.共巨'で便用覃る點綱囓がありま咢，

３ ．入 居者の 収入基推

世帯全員の所111控除後の年収がシルバー住宅は3､216a0 円

一般住宅は2.400.000円以下｡

４。入居資格

共一通事項　　　１現に住宅に困窮していること，

12市叨村民税等の･碍納がないこと．

Ｊ入居許可後連帯保之!人１名を得らtlること,I

シルバー住宅　！60歳以上の単身世帝であること。

μ0 歳以上の高齢者世帯であること。

･l同居者が配偶者の場合50 L?I上で可･

一般住宅　　 ↓瞭則として同居親族のあること｡

２婚約関係にあること。

Ｊ単身世帯の場合は50 歳 tl上のであること，
５．申し込み方法

印込書に所要泰]農を記入のうえ次の書類を添付し てI'卜さい｡

１市町杓長の発行1･る所ii記明言,レ,入居老全員分，

２入居荷望される力全目の住民集，

６．申込期間 平成14年３月１日～３月15日まで,ごl予定ｊ

７．入居開始予定日　平成1 4 年 圈月１日
Ｉ

８．申込者が多数の喝合。抽選によしI入居予定者を決定しＪｔ｡

９。入,居にあたっては，敷金として寒la 3 ヵ月分の全額が之塀

で71｡ 馬!祟場使用料と外灯。水遵など片同で硬用・ る共益費が

かかりま１ ，また。シルバー仕宅入属者には緊急通報システム

使用料萼がかかります｡



大
分
県
国
見
町
か
ら

友
好
の
使
者

同
じ
町
名
か
ら
交
流

が
す
す
め
ら
れ
て

い
る
大
分
県

国
見
町

か
ら
中
学
生
ら
二
十
一
名
が
二
月
八
日
か
ら
十

一
日
に
か
け
て

、
当
町
を
訪
れ
ま
し
た
。
県
北
中
生
徒

と
の
交
流
や
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ス
キ
ー
な
ど
を
通
じ
、

福
島
の
冬
を
体
験
、
両
町
の
友
好

を
深
め
ま
し
た
。

来
町
し
た
の
は
、
古
井
孝
光

人
分
県
国
見
中
校
長
を
団
長
と

す
る

Ｉ
、
二
年
生
十
八
名
と
引

率
の
先
生
二
名
で
す
。
こ
れ
ま

で
中
学
生
交
流
で
は
、
当
町
か

ら
二
度
県
北
中
生
徒
が
大
分
県

を
訪
問
し
て
お
り
、
人
分
か
ら

は
二
年
ぶ
り
の
訪
問
で
す
。

一
行
は

八
日
に
、
県
北
巾
学

校
を
訪
問
。
学
校
紹
介
、
柵
島

の
方

言
を

繊

り
交

ぜ
た

ク

イ
ズ

な
ど

で
交

流

が
行

わ

れ
ま

し
た

。

ま

た

。
観

月
台

文
化

セ

ン

タ
ー
で

は
歓

迎
式

が

行

わ
れ

、
冨

永
町

艮

か
ら

歓

迎
の

あ

い
さ

つ
が

述

べ
ら

れ
ま

し
た

。

八

・
九
日

の

一
。凵

問
に

わ

た
り

宿
泊

す

る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
と

対
面
し
、
そ
の
後
、
各
家
庭
に

温
か
く
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

九
日
、
卜
日
は
山
形
県
栗
ｆ

国
際
ス
キ
ー
場
で
初
め
て
の
ス

キ
ー
に
挑
戦
、
始
め
は
お
ぼ
つ

か
な
い
足
元
も
。
驚
く
ほ
ど
ｈ

達
し
、
さ
っ
そ
う
と
滑
る
姿
は
、

雪
上
で
の
楽
し
み
を
卜
分
に
満

喫
し
た
よ
う
で
す

。

最
終
日
は
文
化
セ
ン
タ
ー
で

お
別
れ
会
が
開
か
れ
。
国
見
中

の
生
徒
か
ら
「
こ
の
交
流
で
た

く
。さ
ん
の
体
験
や
思

い
出
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
の
家

族
の
方
や
み

な
さ
ん
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
に

感
謝
し
、
今
後
こ
の
経
験
を
活

か
し
て
ま
い
り
ま
す
。
」
と
お
礼

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
両
町
の

交
流
と
人
づ
く
り
が
着
実
に
進

ん
で
い
ま
す
。

【県北中学校での交流会】

町や学校などを紹介し

たり､方言クイズでは「ほ
ろった」や「べご」など

の言葉が出題され、正解

者には特産のあんぼ柿が

配ら れました。

スキーに挑戦する国見中の生徒

小
坂
小
へ
は

静
岡
西

気
賀
小

の
友
が

静
岡

県
細

江
町

、

浜
名

湖
畔

に

あ

る

西

気

貿

小

学

校

と

の

「
海
の

子

・
山

の
子

交
流

」
は

今

か
ら

十

四
年

前
に

始
ま

り
、

児

童
が

行
き

来

す
る

よ

う
に
な

っ

て
六

年
目

に

な
り

ま
す

。
冬

の

小

坂
に
今

年

も
西

気
質

小
の

五

年

生
二
十

三

名
が

二
月

八
日

か

ら

一
泊

二
日

の
日

程
で

訪

れ

ま

し
た

。
夏

に

は
小

坂
小

が
西

気

質
小

を
訪

問
し

て

お
り

、
半

年

ぶ

り
の
再

会

で
す

。

小

坂
小

学
校

で
は

歓
迎

セ
レ

モ

ニ

ー
と

「
五

つ
峰

集
会

」

が

催

さ

れ
、
ゲ

ー

ム

「
と
こ

と

ん

小

坂
ア

ド

ベ
ン
チ

ャ

ー
」

や
餅

つ
き
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
夜

は
土
湯
温
泉
に
て
両
校
の
五
年

生
が
と
も
に
宿
泊
し
、
深
い
友

情
を
育
み
ま
し
ま
し
た
。

九
日
に
は
塩
沢
ス
キ
ー
場
に

て
、
竹
ス
キ
ー
や
そ
り
、
チ
ュ

ー
ブ
す
べ
り
を
行
い
、
雪
Ｌ
で

遊
ぶ
こ
と
が
少
な
い
西
気
賀
小

の
子
ど
も
達
に
と
っ
て
思
い
出

深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

両
校
で
は
一
年
生
の
時
か
ら

文
通
や
各
活
動
を
連
絡
し
合
い
、

親
交
を
深
め
て
い
ま
す
。
長
年

の
友
と
の
二
日
と
い
う
限
ら
れ

た
時
閥
の
再
会
で
し
た
が
、
忘

れ
難
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

別
れ
の
集
い
で
は
、
別
れ
を

惜
し
み
な
が
ら
も
、
一
層
の
親

交
を
哲
い
合
い
ま
し
た
。

小坂小での交流

塩沢スキー塲での竹 スキー



１月の
グラビア

地域安全の集い

第
1
9回
国
見
町

・
桑
折
町

地
域
安
全
の
集

い
が
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
１一
月
2
7日
開

催
さ
れ

。
安
全
で

、
明

る
く
住
み
良
い
地
域

社
会
の
構
築
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。
弍
で
は

防
犯
活
動
に
貢
献
の

あ
っ

た
団
体

。
値
人
が

表
彰
さ
れ

。
地
域
安
全

作
文
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
仲
野
宏
さ
ん
｛
小
坂
小
６

年
｝
が
作

文
を
発
表
、「
み
ん

な
で
　

つ

く
ろ
う
　

安
心

の
街
」
と
の

大
会

宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

ま
た
、「

少
年
と
の
か
か
わ
り
方
」
と
題
し
た

記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

税
務
相
談
会

今年から所得税の確定申告書が新しくなる

のにともない フ 月28日･31日 観月台 文化セン

ターにおいて 、確定申告説明 会が開 催されま

し た。福鳥税務膕の職員から 書き 方の説明を

うけ 。実際に自分の申 告書を作成 するもので 、

会場には大勢の屶が訪れ 。自 分で盡いた申告

書を提出 、旦めの申 告が完了し まし た。

広
域
行
政
推
進
を

調
査
研
究

网 議会讀目らが参加し て ，市网村合併

を盛り 込んだ広域行政盤進についての調

査研究会が１月21日哽催され まし た．県

の担当 者から広域行政の動き が輯告さ れ ．

どうし て今市町村合併なの か，合併の メ

リットは ．などの話とともに ．具体的［

町 村を組 み合わせた場合の人口・財政な

どの試 算も行われまし た。

プ
ル
タ
ブ
で
車
椅
子

藤
田
小

缶
の

プ
ル

タ
ブ
を
回
収

し
福
祉
に
役
立
て
よ
う
と

、

運
動
を
展
開
し
て
い
た
藤
田
小
学
校
に
。
こ
の

ほ
ど

車

椅
子

が
届

き
ま
し
た

。
集
め
た
プ
ル
タ
ブ
の

塑
は
約
1
5

万

個
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
９

箱
に

な
り
ま
す
が
、
棄
椅
子

購
入

に
は
十

分
で

な
く
『

昨
年
秋

の

バ
ザ
ー
収

益
金
で

補
い
な

が
ら

購
入

さ
れ
ま
し
た

。
届

い
た

車
椅
子

を
利
用
し

介
護

教
室
が
開
催
さ
れ
、
児

菫
た

ち
は
福
祉
の
大

切
さ
を
会
得

し
ま
し
た
。
車
椅
子
は
回

収

運
動

を
呼
び
か
け
た
「

ま
ご

こ
ろ

サ
ー
ビ
ス
国
見
セ
ン

タ

ー
」
に
配
備
さ

れ
ま
す
。

人権擁護委員に中野さん再任

国見町人権擁護委員に中野孝雄さ んが

再 任さ れ 、１月17日に委〔罵状が伝達され

まし た。人権擁護仞は町議会の同 意のも

と 、町長が推薦し法務大臣が委嘱する委

ｎ で、人権 侵

害の 監視。救

済や人権思想

の舊及啓発な

と･の活動を行

っています。

【連絡先】

中野孝雄さ ん

７?585－4298



認
定
農
業
者
懇
談
会

国
見
叨
認
定
晨
芙
者
会

（
松
浦
万
助

会
長
）
の

主
催
に
よ
る
、
懇
談
会
が
１

月
1
6日

限
催
さ
れ
。
叨
を
は
じ
め
県
。

農
業
委
員
会
お
よ

び
Ｊ
Ａ
へ
活
発

な
意

見
・
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た

。
日
頃
の

農
業
経
営
か
ら

実
感
す

る
こ
と
を
分
科

会
に
よ
り
取
り
ま
と
め

、
各
秤
補
助
制

度
や
農
地
の

有
効
利
用
策

、
農
業
ビ
ジ

ョ
ン
な
ど
に
つ

い
て

。
眄
に
は
廠
し
く

真
剣
な
討
農
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
椢
上

義
敬
さ
ん

、
渋
谷
鏨
さ
ん

か
ら
の

農
繁
経
営
へ
の
取
り
組
み
が
発

表
さ
れ
。
相
互
研
鑚
に
よ
る
経
営
向
上

を
誓
い
ま
し

た
。

指
導
農
業
士

渋
谷
貞
明
さ
ん

福
島
県
指
導
贋
芙
士
に
渋
谷
貞
明
さ
ん

（
光
明
寺
）
が
認
定
さ
れ

、
２

月
６
日
郡

山

市
で
認
定
証
言
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。

指

導
農
業
士
は
地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て

、
ま
た
農
業
を
目
指
す
人
の

育
成
・

指

樗
な
ど
の
役
割
を
担
い
ま
す
。
渋
谷
さ

ん
は
「
若
者
に
魅
力
あ
る
農
業
・
農
村
を

示
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
て

お

り

。
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

半田銀山二階平坑道整備

今
か
ら
１
７
０
年
前
の
幕

末
の
天

保
の
頃
、
多
く
の
銀

を
産
出
し
．
日
本
三
大
銀
山

と
し
て

我

が
国

屈
指

の
銀

山

で

あ

っ
た

半
1
1
銀
山

も
、

肖

時

を

偲
ば

せ
る

も
の

は
泉

田

字
一
。四階

唹

の
坑

口
が

唯

。
残

る
だ
け

と

な
っ

て

い
ま
す

。

こ

の
歴

史
的

価
値

の
高

い

坑

道

を
傑

存
し
よ

う
と

「
地

域

文
化

財

・
歴

史
的

迫
産

活

用

地
域

お

こ
し

事
業

」
の

認

定

を

う
け

整
伽

を
実

施
、

こ

の

ほ
ど

坑
道

内

部
の

匚
嘔

が

終

．Ｊ
し

、
当

時

の
様

子
が

再

現

さ

れ
ま
し

た

。
現

在
、

坑

口
周
辺

の

整
術

を
進

め
て

お

り

、
完

成

後
は

皆
さ

ん
に

ご

覧

頂
け

る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

福島空港をご利用ください

福
鳥

空

港

の
利
川

促

進
を

呼

び
か
け

る

。
福

島
空

港

利
用

促

進

協

議
会

か

ら
促

進
員

が
こ

の

ほ

ど
東

町

し

、「
空
の

玄
関

で

あ

る
福
鳥

令

港

を
ご
利

川

く
だ

さ

い
」

と
Ｐ

Ｒ

し

ま
し

た

。
利
川

率

の
低

迷

は
発

着
便

数

の
減
少

に

結

び
つ

く

恐
れ

か
ら

、
積

極

的

な
利

川

に
よ

り
県

民

の
足

を

守

ろ

う
と

呼

び
か
け

ま
し

た
。

善意 ありがとうござい ます
【
ラ
イ

オ
ン

ズ
ク
ラ

ブ

】

国
見

ラ
イ

オ
ン

ズ
ク
ラ

ブ

（
由
井
順

郎
会

艮

）

で

は

、
昨
年

唇
れ
の
『
ダ
ル

マ

市
』
で

実
施

し
た

、チ

ャ
リ
テ

ィ

ー
バ

ザ
ー
の

収
益
金

を

。
福
祉

事
笶
に

役
立
て

て

く
だ
さ

い
と

寄
附

く
だ
さ

い
ま

し
た

。

奉
仕

粫
神
の

も

と
地
域

社
会

に
役
立
て

る
活

動

を

展
開
し

て
い

る
同

ク
ラ

ブ
で

は
、
会

同
宅
で

使
わ

れ
な
い

品
々

を
持

ち
よ
り

バ

ザ
ー
を

開
き

。
そ
の

収
益
金

を
例

年
届

け
て

く
だ

さ
い
ま

す
。

【
国
見
町

婦
人

会
連

絡
協

議
会

】

国
見
町
婦
人
会
連
絡
協
議
会
（
松
浦
サ
ト
子
会

艮
）
で
は
、
２
月
３
日
「
大
橋
兄
弟
チ
ャ
リ
テ

ィ

ー
シ
ョ
ー
」
を
開
催
、
そ
の

収
益
金
を
搖
祉
事
芙

へ
と
寄
附
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
婦
人
の
立
場
か
ら

地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
し
よ
う
と
活
動
を
逕
の

で
い
る
町
婦
人
会
で
は
、
今
年
度
は
舞
踊
歌
謡
シ

ョ
ー
を
開
催
、
会
場
は
会
簧
で
い
っ
ば
い
に
な
り

ま
し
た
。

ファミリーコンサート

あこがれのヴァイオリン
国見町芸術又化事業・フ ァミリ ーコンサー

ト「あこがれのヴァイオリン 」が１月2D日観

月台文化セン ターにおい て開 かれ、ピアノと

フルートそし てヴァイオリン が織り成すハー

モニーが奏でら れまし た。観客 からのリクエ

ストによる楽誦なし での演奏も披露 、話題の

「千と千尋の

神隔し」など

が演奏される

と 。孑どもた

ち から一段と

大きな拍手が

送られまし た。



始まります
完 全 学 校 週 ５ 日 制

今
年
四
月

か
ら

、毎
週
土
曜
日

を
休

み
と
す
る
「
完

全
学
校
週
五
日

制
」

が
全
て
の
幼

稚
園

・
学
校
で

始

ま

り
ま

す
。
子

ど
も
た
ち

の
学

校
外
で

の
時
間
が
増

え

、
家
庭

や
地
域
で
の
教
育

の
機
会
が
こ
れ
ま
で
以

上

に
擅
要

に
な
り
ま
す
。
学
校
の

授
業
も
子

ど
も
た

ち

一
人

一
人
の
「
生

き
る
力
」

を
大
切

に
育
む
内

容

に
か
わ
り
ま
す
。

な
ぜ
五
日
制
に

完
全
学
校
週
瓦
目
制
は
、
ｆ

ど
も
た
ち
が
豊
か
な
体
験
に
よ

っ
て
豊
か
な
心
を
育
め
る
よ

う
、

家
庭
や
地
域
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
活
動
な
ど
の
機
会
を
も
っ

と
増
や
し
て
い
こ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
Ｔ
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
教
科
の
知
識

だ
け
で
な
く
、

生
活
の
中
で
必
要
な
ル

ー
ル
や

思

い
や
り
な
ど
を
学
び
、
体
得

す
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ

と
で
す
。

学
校
の
授
業
は

完
全
週
五
日
制
に
よ
り
授
業

時
間
は
週
一
一
時
限
少
な
く
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
「
学
校
指

導
要
領
」
も
改
訂
さ
れ
、
社
会

生
活
を
営
む

う
え
で
必
要
と
さ

れ
る
雌
礎
的
・
雌
本
的
な
内
容

を
厳
選
す
る
と
と
も
に
、
巾
学

校
に
お
い
て
は
生
徒
の
興
味
・

関
心
に
応
じ
て
選
択
で
き
る
幅

を
増
や
し
、『
総
合
的
な
学
習
の

時
間
』
を
新
設
し
、
体
験
的
・

問
題
解
決
的
な
学
習
を
咀
脱
し
、

自
ら
学
び
、
考
え
る
力
「
生
き

る
力
」
を
養
う
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

家

庭
・
地
域
で
の

教
育
力
向
上
を

少
し
片
ま
で
は
、
近
所
の
ｆ

ど
も
た
ち
が
、
学
年
は
違
っ
て

も
一
緒
に
遊
び
、
家
庭
で
は
家

族
の
一
員
と
し
て
掃
除
や
風
呂

焚
き
な
ど
役
割
を
与
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
知

ら
ず
知
ら
ず
に
人
間
と
し
て
生

き
て
い
く
基
本
的
な
力
を
養
っ

て

い
た
と
い
え
ま
す
。

毎
週
上
目
が
休
み
に
な
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
家
庭
や
地
域
で

の
関
わ
り
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

言

い
換
え
る
な
ら
、
家
庭
や
地

域
が
持
っ
て
い
た
教
育
機
能
を

復
興
さ
せ
る
こ
と
と
も
言
え
る

の
で
す
。

家
庭
に
お
い
て
は
ノ

子
ど
も

と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
、
家
庭

が
持
つ
教
育
機
能
を
大
切
に
、

多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
く
だ

さ
い
。
町
と
し
て
も
、
公
民
館

活
動
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
活
動
の
支
援
を
進
め
ま
す
。

完全学校５日制
対 応 検 討 委 員 会 開 催

学 校5 日助 にどう 対晒し. ど う支 援 する

かを网 に棍言 いた だく, 完全 学校5 日割 対

応 禎討 委祠 が1月24 日哩 催さ れ まし た.2ﾜ

名 の委 員から ，地域やP  1  A での 取り 組

み ．騨 題など が寄 せら れ ．休日は 家庭 や

地 域 が責任を も って子ど も の教育 を担 う

ぺきと の意 見が 述べら れまし た． 行政 へ

の 要11 とし て ，図 書の 充実 や子ど も向 け

譌座の開 設な どの 意見 があリ ．家 庭 ・地

域・学 校そし て 行J夕が･･･一丸と な って 進め

ぶう とし ，閉 会し まし た．

「生きる力」 つて？
新し い学習指導要領で目指している「生きる力」とは 、1 知

的な 面】と 【徳 一体の面1 があるとい われます．【知的な面】
とは ．自 分で課頒を見つけ．自ら学び．自ら 考え 、主 体的に判

断し､行動し､よりよ＜間題を解決する能力をいい.1 徳 一

体の面】とは自らを律しつつ ．他人と協調し ．他人

を思いやる心や感動する心など雙かな人間性とたく
ましく生きるための健康と体刀で１ ．

これらの総合的な能力．広い 意味での応用力を身
につけることを目指し ていきます．



保 健だ よ り
憚健黼4 呷l 輝Ｓ ●嘗蹕,・(  5 5 )‘27 呻

いのちを救う

愛の献血に

ご協力ください

3月20日(水)は国見町の献血の日です

【場　　 所 】

伊達みらい農協　大枝支店前

伊達みらい農協　森江野支店 前

,昧睦 商会前

生 協コープマート 国見前

福島信用金庫　国見支店 前

【受 付 時 間 】

午前９時　　 ～午前10時

午前10時15分～午前11時30分

正午　　　　 ～午後１時

午後 ２時15分～午後３時15分

午後 ３時30分～午後５時

※成分献【皿は、検 査を含め約 １時間かかります。ご協力くださる

方は、あら かじめご連絡ください。

献血 は

，あ なた の

まごこ ろ

プレゼント

育　児　教　室

該　 当　 児 実 施 日 受 付 時 間 会　　 場

平成13年9 ～10月生まれの幼児 ４月４日(木) 午後１時30分～午後２畤
観月台文化センター

第１和室

く健診内容）☆身長・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて

〈持参するもの〉☆母子健康手帳を忘れずに！

乳　児　健　診

該　 当　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

・３ヵ月児（平成13年12月生まれ）

・９ヵ月児（平成13年６月生まれ） �
４月18日(木) � 午後１時30分～午後２時 �観月台又化センター

第１和室

〈健診内容〉☆医師の指導、身長・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて

〈持参するもの〉☆母子健康手帳を忘れずに！

健
康
管
理
世
帯
調
査

台

帳

記

入

の

お

願

い

町
で
は
、
町
民
の
皆
様
が
、
心
豊

か
で
健
康
な
生
活
を
過
ご
せ

る
よ
う

健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
毎
年

基
本
健
康
診
査
を
は
じ
め
、
各
種
が

ん
検
診
等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
四
年
度
に
向
け
ま
し
て
、
町

の
各
種
検
診
の
希
望
の
有
無
を
把
握

し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
全
世
帯

の
方
に
健
康
管
理
皀
帯
調
査
台
恨
へ

の
記
人
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
記
入
用
紙
に
つ
き
ま
し
て

は
、
各
地
区
健
康
推
進
員
を
通
じ
て

配
布
、
回
収
を
行

い
ま
す
の
で
、
希

望
受
診
の
有
無
を
記
入
の
う
え
提
出

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。



インフォメーション
野火に注意を

空気が乾爛し 。火災が起こりやすくな

っています。
気温が上がるにつれ、ハイキングや農

作業など戸外へ出かけの機会も多くなり。
それとともに。例年、野火や山火事など

が多発しています。

物に戸外においてはちょっとした不注

意が 、大惨事をまねく恐れがあり 、タバ
コや焚き火などの火の始末は樓実に行っ

てください。

次の点に十分注意し 、火災は絶対に起
こさないよう努めましょう。

(１)枯れ覃等のある火芻が起こりやすい

ところでは、焚き火をしないこと。

(２)焚き火の鳩所を雌れるときは。完全

に消火すること。

(3) 大規榎( 広い面積) の火入れは消防
署へ届け出ること。

(4) 強風畤及び乾燥聘には。焚き火・火
入れを絶対行わないこと。

(５)タ バコの吸殼は必ず消すとともに 。

投げ捨てないこと。

(6) 火遊びをしないこと。

催
　
し

学
生
と
企
業
の
架
け
橋

ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
2
0
0
2

現

在
、

大
学
や

短
大
等

に
在

籍
し
て

い
る
学
生
の

皆
さ

ん
に
、
今
の
産

業
・

企
業

・
職
業
や
就

職
状
況

な
ど

の
情
報
を
県
内

企
業

が
発

信
す
る
場
と
し

て
。

「
ふ

く
し

ま
ジ
ョ
ブ

フ
ェ

ア
2
0
0
2

」
を
開
催
し

ま
す
。

将
来
の
就
職

に
向

け
て
、

県
内

企
業
の
今

を

感
じ
て

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

…
県
内
就
職

を

希
望
す

る
来
年
（
十
五
年

三
月
）
以

降
に
卒
葉
見
込

の
大
学
・
短

大
・
専
門
等

在
学
の
方

▼
日

時
：
一
二
月

二
十
七
日
（
水

）
午
後
一

時

～
五
時
ま
で

▼
会
場
…
ピ

ッ
ク
パ
レ
ッ
ト

ふ
く
し

ま

（
郡
山
市

安
積
町
）

▼
内

容
・：
約
百

五
十

社
の
各
人

事
担
当
者
か
ら

話
を
聞

く

ガ
イ
ダ
ン
ス

。
講
演
会
や

就

職
情
報
提
供

の
た
め
の

登
録
な
ど

★
お

問
い
合
わ
せ

福
島

労
働
局

｀
″（

５
２
８

）
0
2
5
４

お
知
ら
せ

消
費
生
活
相
談

パ
ソ
コ
ン

設
置
に
つ

い
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
て
消
費
生
活
に
関
す

る
情
報
を
引
き
出

す
た
め
、

パ
ソ
コ

ン
を
設
置
し

て
お

り

ま
す
。

パ
ソ

コ
ン
操
作

が
は
じ

め
て
の

方
に
も
操
作

方
法

を
ご
指

導
い
た
し
ま

す
。

ど
な

た
で
も
お
気
軽

に
ご

利
川

く
だ
さ
い
。

・

設
置

場
所
　

岡
兄
町

役

場
　

企
画

商
工

課

一

利
用

時
間
　

午
前
８

時
3
0

分
～
午

後
５

時

固
定
資
産
課
税

台
帳
の

縦
覧

に
つ

い
て

平
成
十

四
年

現
在
の
固

定

資
産
課

税
台
帳

の
縦
覧

を
次
の
と

お
リ

行
い
ま
す
。

▼
期
間
…
三
月

一
日
（

金
）

か

ら
三
月
二
十
日
（
水

）
ま

で
。

た
だ
し
、
上

・
日
曜

日

は
除
き
ま
す
。

▼
時
間

…
午

前
八
時
三
十

分
か
ら

午
後

五
時
ま
で

▼
場

所
…

国
兄
町

役
場
税
務

課
▼
縦

覧
の
で

き
る
人
…
①
納

税

義
務

者
（
同
居
親
族

合
）

②
納

税
管
理
人
③
法
定

代

理
人

お
よ

び
委
任
状
を

持

参
し
た
人

▼
必
要
な

も
の

…
本
人
の
印

鑑
（
法
人
の

場
合
は
登

録
印
）
、
委
任

を

受
け
た

場
合
は
委
任
状

と

委
任
を
受
け

た
人
の
印
鑑

★
お
問
い
合

わ
せ

税
務
課
　
固
定
資
産
係

″`（
５
８
５
）
2
7
7
9

個
人
情
報

が
危
な
い
゜

不
審
電
話
に
ご
注
意
を

最
近
、
企
業
や
家
庭
あ

て
に
『
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
名
を
語

っ
た
不
審
な
電
話
』
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ

で
は
、
お
客
様
の
名
前
を

電
話
で
聞
き
出
す
こ
と
は

し

て
い
ま
せ

ん
の
で
、
卜

分
ご
注
意

く
だ

さ
い
。

不
審
な
電
話

を
受
け
た

際

は
、
安
易
に
答

え
ず
、

折
り

返
し
か
け
直

す
な
ど
、

個
人

情
報
の
流
失

を
防
ぐ

た
め

、
慎
重
に
対
応

く
だ

さ

い
。

★
お
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
福
鳥
支
店

］`（
５
３
１
）
7
3
6
2

西
分
署
だ
よ
り入

浴
時
の
事
故
防
止

日
本
人
は
風
呂
に
入
る
の
が
大
好
き
な
国
民
で
す
。

毎
年
全
国
で
は
実
に
一
万
四
千
人
の
方
が
人
浴
巾
に

亡

く
な
っ
て

お
り
、
そ
の
数
は
実
に
交
通
事
故
死
亡

者
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
入
浴
中
の
救
急
事
故
は
、

寒
い
期
間
、
寒
い
地
方
で
多
発
し
て

い
ま
す
。

入
浴
嚊
故
の
主
な
原
因
は
心
臓
病
や
脳
卒
中
、
水

死
に
よ
る
も
の
が
多
い
ａ

わ
れ
、
救
急
隊
か
ら
は
、

多
く
は
体
温
上
昇
と
血
圧
低
下
に
よ

る
意
諏
障
害
が

発
端
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
対
策
と
し
て
は
、
①
脱
衣
所
や
浴
室
を

暖
め
る
。
②
お
渦
は

『
ぬ
る
め
』
で
艮
湯
は
し
な
い
。

こ
と
が
大
切
で
、
特
に
高
齢
者
の
方
や
高
血
圧
。
心

肺
疾
患
を
持
つ
方
は
、
半
身
浴
が
理
想
的
で
す
。「
湯

加
減
は
い
か
が
で
す
か
」
等
家
族
が
ひ
と
声
か
け

る

こ
と
に
よ
り
、
嘔
故
防
止
へ
の
心
掛
が
大
切
で
す
。

伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分
署

晋
５
８
２
－
3
1
9
0



お
忘
れ
な
く

税
務
申
告
相
談

３月15日まで

国
見
町
で
は

、
二

月
卜

八
日
か
ら
三
月
十

五
日
ま

で

の
日
程
で

、
町
県
民

税
・

所
得
税
の
申
告

相
談
を
行

い
ま
す
。

こ
の
申
告

は
、
昨
年
一

月
か
ら
十

二
月
ま
で
の

所

得
を
申
告
し

て
い
た
だ

く

も
の
で

。
平
成
十
四
年

度

の
町

県
民
税
や
国
民
健

康

保
険

税
な
ど
の
課
税
の

基

礎
と
な

り
ま
す
。

正
当
な
理
由
な
く
申
告

し
な
か
っ
た
場
合
、
条
例

等
に
よ
り
過
料
が
科
せ
ら

れ
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
に
つ
い
て
は
左
の

通
り
で
す
。
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
「
申
告
相
談

の
お
知
ら
せ
」
ま
た
は
広

報
く
に
み
一
月
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

★
お
問
い
合
わ
せ

税
務
課
課
税
係

］`（
５
８
５
）
2
7
7
8

自

動

車

の

登

録

’‥
‘

（
移

転
・
変
更
・
ま
っ
消

）

は

お

済

み

で

す

か

自
動
車

税
及
び
軽
自

助

叭
税
は
、

毎
年
四
月
一

日

現
在
で
（

軽
）
自
助
嗔

の

所
有
者

又
は
使
用
者

に
課

税
さ

れ
ま
す
。

例

年
、「
持
っ
て

い
な
い

巾

の

納

税

通

知

書

が

き

た
」
。
「
納
税

辿
知

書
が
こ

な
い
」
等
の
多

く
の
ト

ラ

ブ
ル

が
発
生
し
て

い
ま
す
。

納
税
通
知
書

が
間

違
い
な

く
届
く
よ

う
に
、
自
助

車

を
譲
渡
し
た
り
、
下
取
り

に
出
し
た
り
、
廃
単
し
た

り
、
譲
り
受
け
た
り
す
る

と
き
や
。
住
所
が
変
わ
っ

た
と
き
は
、
お
早
め
に
登

録
の
手
続
き
を
済
ま
せ
ま

し
よ
う
。

★
お
問
い
合
わ
せ

自
動
車
税
に
つ
い
て
は

県
北
地
方
振
興
局
県
税
部

ｇ
（
５
２
－

）
7
6
3
9

怪
自
助
車
税
に
つ
い
て
は

役
場
税
務
課
課
税
係

贄（
５
８
５
）
2
7
7
8

結婚祝金及び媒酌人

報奨金の贈呈について
町では定住化総合対策事業として。昨年

３月以降にご結婚され、田見町にひきつづ

き倖属されている方、及びその媒酌人の方
へ、祝金及び報奨金を贈呈しています。

○結婚祝金　１組３万円

※該当者 昨年３月以降結婚された町民
で、引き続き町にお住まいの方

○媒酌人報奨金　１組に付き１万円
農業後継者に骸当する場合は２万円

※｢結婚祝金｣贈呈に該当する結婚の媒酌

をした方

骸当する方は、役場企画商工踝(１?585－27

 )までお知らせください。申講書をお

送りいたします。
なお、贈呈式及び懇談会を３月下旬に予

定しています。

誕

生

お

め

で

と

う

小

林
明
日
香
子
（
板
　

橋

）

徹
ｊ

・
由
香
里

丿

山
囗
虹
色

七
Ｘ
（
大
　

坂
）

新
悟
ｊ

・
奈

美
～

大
勝
　

佑

介
ｙ
（
山
崎
小
舘
）

宏

二
ｊ

・
晴
美
丿

板
橋
　

佑
奈
ｙ
（
山
崎
小
舘
）

誠
７

・
佑

子
ｊ

結

婚

お

め

で

と

う

‐

‐
‐
－

菊
田
　
　
穣
丿

高
野
　
桀
佳
丿

鴫
原
　
貴
史
丿

片
平
　
陽
子
丿

鴨
田
　
正
一
丿

鈴
木
江
利
子
ｊ

錦
　
町

本
　

町

内
谷
西

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

後

藤
　

忠

男
7
7
2
（
高

城

）

志

村
　

清

一
7
8
5
（
高

城

）

小

島
　

ミ

ョ

バ
7
7
（
第
1
2
）

齊

藤

タ

キ

エ

ー

匐
（
錦

町

）

柴

田
　

辰

造

丿
6
1（
小

坂

）

佐

藤

喜

代

新
一
八
7
2
（
泉
川
上
）

多

勢

喜

三
郎

。
‘
7
1（

山

根

）

遠

藤
　

巌
　

い
9
3
（

山

根

）

徳

江
　

英

子

。
J
6
2
（

第

９

）

武

田
　

タ

カ

。
J
9
0
（

ｍ`
Ｍ

）

武

田
　

安

雄

ご
ｓ

霄

町
北
）

（
一

月
末
日

ま
で
に
、
当

町
窓

口
で
受
付
し

た
方
で
、

住

所
を
有
す
る
方

を
掲
峨

し

ま
し

た
。
）

掲載を希里さ れない方は ，届け出の際にお申し出下さい。

3月の心配ごと相談

５日肉 鈴本IE 人゛.、

驫穗 洋ｆt ，

15 日喞 小覯 精 一!4

小百 繝子り

日 い 松浦 輝夫゛.･.

近● 畤ｆ丶

･  ･  所 設 場 一 2  第 Ⅱ d

●畤間'r 魄!'畤－１'Ｆ

人口と世帯
平成14 年1 月１日現 在

人 口1  第 108 人(   ー9 )

男5.359 人（－４）

女5.749 人（－５）

出生６人 死亡14人
転入21人 転出22人

世帯3  , 189世帯ｰ  3 )

申告相談日程

受付月日 �
町　 内　 会　 名

�〈午鴫9畤から11畤X〉分まで)�(午餓1畤から午後４畤まで)

２月給 日 (月)�小坂・太田川 �前田・瞋田上

19日(火)�泉田中、泉Ⅲド �鳥取
20日(水)�内谷西・内谷東 �板礇

日 (木)�只田北 �貝Ⅲ兩

22日(金)�大木戸 �鳥城

日 (月)�山根 �光剛毎

日 (火)�鶇町．上野、栂山 �源宗山西・虫りﾋ．人坂

日 (水)�
山崎北．小林、山崎舘．
山崎小舘 �

山崎宮朏．山瞬宮前、
山崎琲谷、山崎沢田

28日(木)�石母山東 �石母旧衣、石毋Ⅲ北

３月１日(金)�石母田原 �石呀Ⅲ西

４日(月)�駅前・銘町・本町 �大町南、大町北

５日(火〉�
宮町畄・藤田光陽．
宮町北・藤田宮前 �

宮齔 町東

６日(水)�原町・築館 �竸棒・北部

７日(木)�中廊 �川内

８日(全)�森江野第】 �森江野第２

日日(月)�森江野第３ �森江野葡４
12日(火)�徳江北 �廠江野第７

13日(水)�轟江野第８ �ａ沃野第９

14 日 (木)�森江野第10･II �森江野第12

1 5 日 (金)� 指定なし

豪会場は役場第 1  室 でｉ．

奈税務署で申告される方や税務署から案内を受けている方は、国見町で

申告相駁する必黎は昴りません。
※混雑を避けるため、指定期日に申告相談されるようご協力をお願いし

ます。



生涯学習

つうしん

国見町教育委員会生涯学習課

(観月台文化センター〉
Ｓ く5  ) 2676 FAX ( 5 ) 2707

移
動
公
民
館
「
孫
育
て
学
級
」

今
年
度
は
、
大
木
戸
地
区
で

時
代

の

変
化

と
共

に

、
ｙ
Ｆ
供

を

取
り

巻

く
環

境
が

深
刻

化
し

。

幼

児
期

の
家

庭
教

育

が
重

要
視

さ

れ
て

い
ま

す
。

そ
こ

で
、

公
民

館
で

は

、
祖

父
母

の

皆
さ

ん
に

も

孫
育
て

に

積
極

的

に
関

わ
る

自
信

を

つ
け

て
も

ら

う
た

め
、

各
地

区
を

同

っ
て

「
孫

育
て

学

級
」

を
行

っ

て

お
り
ま

す
。

今
年

度

は
、

大

杏

尸
地
区

の
皆

さ

ん
を
対

象

に

実

施
し

ま
し

た

と
こ

ろ

、
三

卜

一
Ｊ
名

の
方

が
受

講
さ

れ

ま
し

た
。

一

回
目

の
一

月
十

一
日

に
は

、

開
講
式
が
行
わ
れ
、
続
い
て
荒

川
保
子
先
生
（
健
康
体
操
指
導

七
）
の
ご
指
導
で
健
康
体
操
を

行
い
ま
し
た
。
音
楽
に
合
わ
せ

て
リ
ズ
ム
体
操
を
し
た
り
、
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操
で
足
腰
を
伸
ば

し
た
り
楽
し
く
、
心
地
よ
い
汗

を
流
し
ま
し
た
。

二
回
日
の

。
月
十

八
日
は
。

五
1
.嵐
力
先
生
（
社
会
教
育
指

導
員
）
を
講
師
に
招

い
て
「
孫

と
家
族
の
い
い
関
係
」
に
つ
い

て
講
話
を
聞
き
ま
し
た
。
先
生

は
、
今
正
に
孫
育
て
に
関
わ
っ

て
い
る
の
で
、
日
頃
の
体
験
を

通
し
て
の
内
容
に
皆
さ
ん
も
時

折
う
な
ず
き
な
が
ら
、
メ
モ
を

と
っ
た
り
熱
心
に
闘
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

三
回
目
の
一
月
二
十
五
日
に

は
、
内
池
和
子
先
生
（
日
本
折

り
紙
協
会
講
師
）
に
「
幕
ら
し

を
飾
る
折
り
紙
」
で
今
年
の
干

支
に
ち
な
ん
で
三
春
駒
を
教
え

て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
細
か
な

折
り
紙
の
作
業
に
没
頭
し

、
和

紙
で
折
り
あ
げ
た
作
品
を
色
紙

に
張
っ
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

ど
の
講
座
と
も
、
熱
心
に
受

講
さ
れ
た
の
で
意
欲
と
熱
気
で

会
場
内
は
春
の
よ

う
な
暖
か
さ

に
な
り
ま
し
た
。

三
回
と
も
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
も
大
木
戸
地
ぼ
Ｉま

で
出
向
い
て
協
力
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。

行 事のお 知 らせ

〈２ 月 〉

18日(月) 子ども移動図書館(大木戸小)

19日(火) 子ども移動図辺館(藤田小３年)

22日(金) 阿津賀志学級閉講式

成人学級閉講式

25日(月) 子ども移動図書館(藤田小１年)

（ ３月 ）

１日(金) 子ども移動図書館(藤田小２年)

５日(火) 子ども移動図耆館(大枝小)

６日(水) 子ども移動図奮館(藤田小１年)

７日(木) 子ども移動図書館(森江野小)

11日(月) 子ども移動図需館(大木戸小)

12日(火) 子ども移動図霍館(小坂小)

13日(水) くにみ女性教Ξ(運営委員会)

14日(木) 子ども移動図書館(藤田小３年)

植
菌
に
挑
戦
！

～
少
年
仲
間

づ
く
り
教
室
～

第
九
回
の
少
年
仲
間
づ
く
リ

教
室
は
、
体
験
を
通
じ
て
森
の

忠
を
知
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

て
、
コ
ナ
ラ
の
原
木
に
し

い
た

け
の
菌
を
植
え
ま
し
た
。

初
め
に
、
福
島
森
林
組
合
の

総
務
課
長
の
佐
藤
清
二
さ
ん
か

ら
、
植
菌
の
手
順
に
つ
い
て
説

明
を
う
け
た
あ
と
、
さ
っ
そ
く

植
菌
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
ド
リ

ル
で
コ
ナ
ラ
の
原
木
に
穴
を
あ

け
、
そ
こ
に
種
駒
を
植
え
ま
し

た
。
早
け
れ
ば
、
九
月
か
十
月

に
は
、
収
穫
で
き
る
と
あ
っ
て

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
屯

い
ド
リ
ル

や
、
金
づ
ち
を
使
っ

て
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。



寿
祝
新
年
会

平

成

十
四

年

。
阿
津

賀

志
学

級
寿

祝

新
年

会
は

心
新

た

な
良

き

囗
、

一
月

三
十

日
観

月

台
文

化
セ

ン

タ
ー

ホ

ー
ル
に

来

賓

・

受
賞

者

・
学

級
生

。白
四

‐
1
.
余
名

の

方

々
の
出

席

を
頂
き

盛

大

に

挙

行
し

ま
し

た
。

式
は

、
冨

永
武

夫
町

長

の
挨

拶

、
佐

藤
忠

美
議

会
議

長

の
祝

辞

、
次

い
で

安
藤

政

治
学

級
委

貝
長

の

挨
拶

が

あ
り

、
続

い
て

卒

寿
三

名
、

米
力

一
名

、

喜
寿

ニ
ト

名

、
占

希
六

名

に
賀

詞
と

記

念
品

が
授
ｙ

さ
れ

ま
し

た

。

～
阿
津
賀
志
学
級
～

最
後
に
、
寿
祝
受
賞
者
を
代

表
し
て
き
寿
の
黒
澤
一
八
さ
ん

か
ら
お
礼
の
こ
と
ば
が
あ
り
、

式
典
は
つ
つ
が
な
く
終
了
し
ま

し
た
。
ま
た
、
ご
来
賓
の
方
々

を
囲
ん
で
受
賞
記
念
の
写
真
撮

影
。
次
い
で
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
入
り
、
学
級
生
・
受
賞
行

の
方
々
が
ス
テ
ー
ジ
で
、
寿
祝

を
一
屑

盛
り
上

げ
よ

う
と

踊

り
・
民
謡
・
カ
ラ
オ
ケ
等
日
頃

の
成
果
を
披
露
し
て
頂
き
、
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

後
に
。
生
涯
学
習
と
し
て
大

切
な
「
出
会

い
、
ふ
れ
あ
い
、

仲
間
づ
く
り
」
の
从
、
会
食
の

会
を
開
き
、
日
頃
の
話
題
に
花

を
咲
か
せ
ま
し
た
。

寿
祝
新
年
会
の
開
催
に
あ
た

り
ま
し
て
は
関
係
者
各
位
の
絶

人
な
ご
教
導
と
ご
協
力
に
対
し

深
く
感
謝
申
し
Ｌ

げ
ま
す
。

観月台
文化情報

☆谷津三雄

健康講演会

｢ 死 ぬまで元気 に生き 、

元気 に死のう」

３月10 日(日)

午後1  時 30分 入鳩無料

問い合 わせ●●・ 慘ji字譬譁 文化富興| 係 館 (  5 )  2676

盤上に熱戦

第十回町長杯囲碁・将棋大会が二月三日

に観月台文化センターで開かれました。

この大会は、町内の囲 碁と将棋を愛好す

る人を対象に毎年開かれているもので、今

年は囲碁の部に十四人、 将棋の部に十九人

が参加しそれぞれＡ級とＢ級に分かれて対

局し、盤上に熱い 戦いが演じられました。

今回は、囲碁の 部では高 野隆道さん、将

棋の部では桐沢征司さんが町長杯を手にし

ました。

ス
ポ
ー
ツ

レシーブ、トス、アタック

小字生を 対象にしたバレーポール 教室に は２５人が参加．

パスやレシーブ．サーブの芻.覃を学び ました．最初|よ戸悪っ
ていた孑どもた５も．慣れるにした がって楽しそうにボール

を操っていました．
7こｎからもバレーポールを硫IJたい ？｜ との問いかけに、

［ハーイ １］と 元気な声 が返 ってきました．

お知らせ

国見インドアテニス大会
日 時　 ３月３日 ぐ日） 午前９眄

場 甬　 グリーンアリーナ９２３

参加名　 町在住又は在勧の万
種 目　 男子ダブルス。女子ダブルス

（トーナメント戦）

申込み　 ２月１９囗 ぐ火｝まで、勤労者体可センタ
ー又は生涯字習課社会体育係へ。

勤労者休冐センター（魯585 - 5370 )
社会体育係　　　 （魯585 ｰ 2676 )



国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

7
6
区
画

分
譲
中

安
心
・
確
実
で
あ
り
つ
づ
け
る

恵
ま
れ
た
立
地
条
件
、
ゆ
と
り
安
ら
ぎ
、

そ
し
て

快
適
性

を
集

大
成
し

た
街

、
国
見

ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
。
既
に

多
く
の

方
々

が
入

居
さ

れ
、
新

た
な
街

が
形
成

さ
れ
て
い

ま

す

。入
居

さ

れ
、
実
際

に
住

ん
で

い

る
方
々

か
ら
、「
住
み
や
す
い
」
と
の
声
と
と
も
に
、

街

路
灯
や

安
全
施

設
な
ど

要
望
点

も
お
寄

せ
頂
い

て

お
り
ま

す
。
町
で

は
こ

れ
ら
の

声

を
真
摯
に

受
け
止

め

、
更
に
住
み

や
す

い

街
に
な

る
よ
う

努
め
て

ま
い
り

ま
す
。

国
の

裲
助
事
業
の

も
と

、
国
見

町

が
し

つ
か
り

開
発
造
成
し

た

も
の
だ
か

ら

、
安

心
・
確

実
で

あ
る

こ
と

を
大
切
に

し
て

ま

い

り
ま

す
。

国見町が

しつかり支援

二コータウン分譲斡旋奨
励金支援箏棄として分ｌ
の斡旋を頂いた場合，１
区画あたり３０万円が支
給されます。

建てると

有利

UIターン晋建築推奨
搴棊として土地家旭
に関わる固定資産税
１ヵ年分が交付され

ます。

将来をみつめ、今、選択を
マイホームは 、家族の夢、将来を 描くものだから、安心 ・

雁 実なも のを 選ん でく ださい 。 国 見ニュ ータ ウン は。 国

見 町が 国土交 通 省の 補助の もと 、し っかり 造 ったも の だ

から 、安心さ らに 格安で す。
現在７６区 画を分 譲しており 、先 着順に 要望区 画が 選択

でき ま す。 建築 期間の 制限 は無く 、将来 予定 さ れる 子 供

さ ん等 のため にも 購 入いた だけ ま す。こ の機 会に 是非 現

地を ご覧く ださい 。

詳細 は下 記へお 問い 合 わせく ださ い。 現 地案内も 随時

行 っており ますの で、お気 軽に 連絡く ださい 。

お申込み･お問い合わせ

国見町企画商工課谷 585-2927

ｸﾘｰﾝａ づくり ﾄﾞ水道完 備

馘めやおｔl ヵ鴎 せな叩 則 曷
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